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令和8年度   小野市文化連盟構成団体 部門6部門、団体数27団体、会員数577人
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発 行 小野市文化連盟

事務局

入会希望や各団体についての
お問い合わせは下記までお気軽に。

〒675-1380 小野市中島町531
小野市教育委員会内
TEL.0794-63-2445

令和8年度  小野市文化連盟役員
役　　職　　名 氏　　　　　名

岸 本 富 生

杼 元 弘 道  池 田 義 信  岸 本 律 子 　

岡 嶋 晃 司  橋 本ユキ子

河嶋栄里子  小 川福二郎  

井 上 仁 志

委員長 小 島 敏 子  副委員長 田 中 春 代

委員長 芝 本 政 宣  副委員長 市 嶋 久 資

会　　　　　　長

副　　  会  　　長

会　　　　　　計

監　　　　　　査

事　 務　 局　 長

企画・総務委員会

広報・事業委員会

第１3号  小野市文化連盟広報誌  令和８年４月25日

部門 団　  体　  名 理　　　　事 会 員 数 部門 団　  体　  名 理　　　　事 会 員 数
華道

茶道

美術

文芸

芸能

　　　

　

芸能

将棋

小野市いけばな協会

小野市茶道協会

「子ども茶道の会」スイトピー

煎茶　花月の会

小野市美術協会

小野書藝家G展

フォト遊友

サークル陶

おのクリエイターラボ

小野自然写真の会

小野市短歌会

小野三曲協会

小野市吟詠連合会

吉船の会

西雲会

獅子舞保存会

ダンスサークルＮ

播州小野太鼓

小野市民合唱団

チームさくら

Con La Musica夢詩歌

DIVA

バリアフリー楽器研究会 Maria Music

Sweet Bell

フラハーラウ オ アーヌエヌエ

裏播州　鬼ほおずき灯

小野将棋会

杼 元 　 弘 道

川 田 　 紫 雲

橘 　 具 實 子

川 田 　 香 雲

中 元 　 芙 蓉

田 中 　 志 昂

石 田 　 泰 彦

小 島 　 華 雨

松 井 　 睦 明

井 上 　 仁 志

佐 藤 　 憲 一

市 嶋 　 久 資

芝 本 　 政 宣

池 田 　 義 信

河 合 　 末 子

河 嶋 日 出 子

田 中 　 春 代

田 中 　 典 英

松 下 奈 緒 美

小 林 　 修 平

小 川 福 二 郎

中 村 　 一 見

大 津 は る み

荻 野 　 訓 子

マ リ ア 味 記 子

水 池 　 聡 子

採 澤 　 　 薫

木 原 　 建 三

岡 嶋 　 晃 司

令和8年度   事業計画 ※予定が変更になることがございます。

名　　　称 日　　　程 場　　　所 名　　　称 日　　　程 場　　　所

※ウェルカムギャラリーは、市役所1Fです。
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小
野
市
文
化
連
盟

会
長   

岸 

本 

富 

生

箱
根
の
山
に
朝
日
が
昇
る

　

青
山
学
院
大
学
の
驚
異
的
な
新
記
録
で
終
わ
っ
た
今
年
の
箱
根
駅
伝
。

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
こ
の
言
葉
が
流
れ
た
。し

ば
し
名
言
と
感
心
し
な
が
ら
何
度
も
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、な
ん
と

こ
の
言
葉
、車
の
中
か
ら
原
監
督
が
わ
め
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
も
監
督
も『
朝
日・朝
日
』俺
ら
は
い
ら
ん
の
か
」と
発
し
て

い
た
選
手
が
、塩
出
翔
太
君
。こ
れ
に
発
奮
し
た
の
か
八
区
で
見
事
な
区

間
新
記
録
。箱
根
は
十
人
で
走
る
、こ
れ
が
原
マ
ジ
ッ
ク
な
の
か
、心
理
学

な
の
か
。

　

限
り
も
な
い
時
間
短
縮
、も
ち
ろ
ん
選
手
個
の
力
に
あ
る
が
、裏
に
あ

る
の
が
シ
ュ
ー
ズ
の
力
。ナ
イ
キ
が「
厚
底
シ
ュ
ー
ズ
」を
世
に
出
し
た
時
、

議
論
百
出
の
中
ア
シ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
。結
果
二
十
二

年
の
箱
根
で
ア
シ
ッ
ク
ス
を
履
い
た
選
手
は
〇
だ
っ
た
。社
長
特
命
で
開

発
に
取
り
組
ん
だ
結
果
二
十
六
年
の
箱
根
で
の
使
用
率
は
ア
デ
ィ
ダ
ス

に
続
い
て
の
二
十
八
．五
％
ま
で
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
の
こ
と
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
箱
根
に
〇
区
と
十
一
区
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。〇
区
は
予
選
会
。十
一
区
は
箱
根
を
走
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
選
手
達
が
走
る「
東
京
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」こ
こ
で
勝
っ

た
人
が
来
年
の
箱
根
の
エ
ー
ス
と
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

書
道
で
の
道
具
と
い
え
ば
、「
筆・墨・硯・紙
」筆
の
最
高
級
品
は
羊
毛

の
最
嫩
光
鋒
。山
羊
の
喉
元
の
毛
で
条
幅
一
行
書
き
ぐ
ら
い
の
物
で
最

高
一
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
、墨
は
明
墨
で
ウ
ン
十
万
円
、硯
は
端
渓
で
値
段

は
つ
け
ら
れ
な
い
、紙
は
半
切
一
枚
十
万
円
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。「
墨
は

十
歳
の
女
児
に
摺
ら
せ
ろ
」と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。最
高
級
の
物
を

使
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
作
品
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。あ
る
大
先

生
が
言
い
ま
し
た
。岸
本
君
、最
後
は「
腕
」や
で
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
と
共
に
小
野
市
文
化
の
向
上
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

小
野
市
文
化
連
盟

ご
あ
い
さ
つ

小野市文化連盟総会 4月25日 うるおい交流館エクラ うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

絵画グループ　自由人展 5月11日～22日 ウェルカムギャラリー ウェルカムギャラリー

ウェルカムギャラリー

ウェルカムギャラリー

ウェルカムギャラリー

流体アート作品展
「私の心の色と音」

4月11日～24日 ウェルカムギャラリー

第18回小野市詩歌文学賞
第37回上田三四二記念
「小野市短歌フォーラム」

5月9日

小野市民将棋大会 6月21日 コミセンおの

第42回自然写真展 7月27日～31日

うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

東はりまコーラス大会 10月18日

第5回おのクリエイターラボ作品展 10月5日～16日

第53回小野市吟道大会 11月3日 商工会館

第51回小野市美術展 11月12日～15日

第61回秋のいけばな展 11月14日･15日

11月15日

ウェルカムギャラリー11月（予定）

Con La Musica 夢詩歌
15周年記念コンサート
届けよう東へVol.16

R9年2月14日（予定）

コミセンおの夢詩歌のクリスマスコンサート 12月19日（予定）

小野書藝家G展 R9年2月8日～19日

フォト遊友展 R9年2月21日～26日

第48回小野市美術協会展 R9年3月4日～7日

R9年3月6日～12日 ウェルカムギャラリー

伝統産業会館

春の市民大茶会 R9年3月7日 好古館　柳風亭

サークル陶作品展

2月20日 うるおい交流館エクラ小野市民文化賞表彰式

8月1日～10月22日
第37回上田三四二記念
「小野市短歌フォーラム」作品募集

小野市文化連盟広報誌  令和８年４月25日
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代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先 小

野
市
い
け
ば
な
協
会

煎
茶　

花
月
の
会

小
野
書
藝
家
Ｇ
展

フ
ォ
ト
遊
友

サ
ー
ク
ル
陶

小
野
市
茶
道
協
会

「
子
ど
も
茶
道
の
会
」ス
イ
ト
ピ
ー

小
野
市
美
術
協
会

お
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ラ
ボ

小
野
自
然
写
真
の
会

活動
内容
小
野
市
い
け
ば
な
協
会
に
於
い
て
の
活
動
は

各
流
派
共
に
自
由
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
小
野

市
内
コ
ミ
セ
ン
等
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
休
止

し
て
い
ま
す
。
い
け
ば
な
を
習
い
た
い
方
は
連
絡

頂
け
れ
ば
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
小
野
市
い
け
ば
な
協
会
加
盟
流
派
は
未
生

流
、
未
生
流
庵
家
、
嵯
峨
御
流
、
古
流
聖
古
苑
、

容
真
流
の
五
流
派
で
す
。
一
輪
の
花
は
人
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
多
種
類
の
組
合
せ
で
美
し

い
花
形
と
な
り
多
く
の
人
の
心
に
安
ら
ぎ
を
届
け

る
事
と
思
い
ま
す
。
協
会
で
は
毎
年
五
流
派
に
よ

る
い
け
ば
な
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
十

一
月
十
四
日
・
十
五
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
力
作
を
ご
鑑
賞
い
た
だ

い
て
個
々
の
感
性
で
味
わ
い
、
一
輪
の
花
に
無
限

の
美
し
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
昨
年
は
例
年
ど
う
り
建
仁
寺
四
頭
茶
会
、
道

明
寺
天
満
宮
茶
会
の
ほ
か
に
関
西
万
博
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
イ
ー
ス

ト
で
の
茶
会
で
は
世
界
の
人
達
に
煎
茶
道
を
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
を
得
ま
し
た
。
煎
茶
は
美

味
し
い
と
好
評
で
し
た
。
市
内
に
お
い
て
は
好
古

館
柳
風
亭
で
月
一
度
お
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
十

二
月
に
は
さ
さ
や
か
で
す
が
お
茶
会
を
催
し
実
り

の
あ
る
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
心
静
か
に

一
煎
の
お
茶
を
い
た
だ
く
時
間
を
私
達
と
ご
一
緒

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

講
師
指
導
の
も
と
、
写
真
好
き
が
集
い
撮
影

や
鑑
賞
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

折
に
触
れ
近
隣
の
風
景
や
お
祭
り
な
ど
の
撮
影

に
出
か
け
ま
す
。
年
に
四
回
は
講
師
指
導
に
よ
る

撮
影
会
を
実
施
し
、
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

　
　

小
野
市
茶
道
協
会
の
主
な
活
動
は
陣
屋
茶
会
、

さ
く
ら
茶
会
、短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
呈
茶
、春
の
市
民

大
茶
会
、茶
道
研
修
会
、管
外
研
修
で
す
。

　

お
茶
会
で
は
単
に
抹
茶
を
飲
む
こ
と
だ
け
で
な

代表
者名

問合
せ先

活動
内容
小
野
市
美
術
協
会
で
は
、第
四
十
六
回
美
術
協

会
展
を
三
月
五
日
㈭
〜
八
日
㈰
に
小
野
市
伝
統
産

業
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。私
た
ち
は
、一
人
で
創

作
活
動
を
行
う
こ
と
が
多
く
、ま
た
流
派
・
会
派
・

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
が

ち
で
す
。し
か
し
、美
術
協
会
展
の
よ
う
に
絵
画
・

書
道
・
写
真
の
異
な
る
部
門
が
一
同
に
会
し
協
力

し
合
う
展
覧
会
は
、仲
間
づ
く
り
の
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
集
し
た
力
を
、小
野
市

美
術
展
の
開
催
運
営
に
も
活
か
し
て
い
ま
す
。西

脇
市
に
は
二
十
四
年
、三
木
市
に
も
二
十
二
年
遅

れ
て
立
ち
上
が
っ
た
市
展
で
す
。し
か
し
、運
営
に

お
い
て
は
当
初
か
ら
市
民
中
心
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、市
民
参
加
を
進
め
る
他
市
か
ら
も
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。出
品
者
が
出
し
て

よ
か
っ
た
、来
場
者
が
来
て
よ
か
っ
た
、実
行
委
員

や
主
催
者
の
教
育
委
員
会
が
開
催
し
て
よ
か
っ
た
。

と
言
え
る
よ
う
な「
市
展
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

代表
者名

問合
せ先

活動
内容

今
回
で
四
十
回
展
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
号
よ
り
会
友
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
友
井
上
正
行
さ
ん

　

彼
は
小
学
生
の
頃
よ
り
、岸
本
翼
幸
さ
ん
の
書

道
教
室
に
通
い
、成
人
後
は「
前
衛
書
道
」に
没
頭

し
て
現
在
兵
庫
県
書
作
家
協
会
無
鑑
査
会
員
、飛

雲
会
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
書
道
展
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
功
績

で
平
成
十
二
年
度
の
小
野
市
民
文
化
奨
励
賞
を
授

与
さ
れ
て
い
る
。

G
展
の
将
来
を
背
負
っ
て
く
れ
る
書
家
と
し
て

期
待
し
て
い
る
。

活動
内容
今
年
は
新
年
の
茶
掛
け
を
「
和
敬
清
寂
」
に

致
し
ま
し
た
。
「
和
」
は
心
を
開
い
て
仲
よ
く
す

る
。
「
敬
」
は
お
互
い
を
尊
敬
し
合
う
。
「
清
」

は
目
に
見
え
る
だ
け
の
清
ら
か
さ
だ
け
で
な
く
、

心
の
中
も
清
ら
か
に
。
「
寂
」
は
ど
ん
な
時
で
も

動
じ
な
い
心
で
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
短
期
間
で

し
た
が
お
稽
古
を
共
に
励
ん
だ
人
が
引
っ
越
し
さ

れ
ま
し
た
。
と
て
も
爽
や
か
な
人
で
、
惜
し
ま
れ

つ
つ
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。
「
一
期
一
会
」
が

浮
か
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
青
年
と
な
り
、
成
人
式
、
就
職

も
決
ま
り
晴
れ
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
受

験
生
も
息
抜
き
に
集
ま
る
教
室
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
「
主
人
公
」
の
茶
掛
け
も
良
い
で
し
ょ
う
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

　

  

二
十
数
年
前
は
、
会
員
数
七
十
名
に
迫
る
盛

況
の
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
が
、
今
で
は
減
少
の
一
途
、

伸
び
る
の
は
会
員
の
平
均
年
齢
の
み
で
、
ど
こ
か

寂
し
さ
を
感
じ
る
サ
ー
ク
ル
陶
で
す
。

　

そ
ん
な
サ
ー
ク
ル
陶
に
こ
の
正
月
！
吉
報
で
す
。

サ
ー
ク
ル
陶
が
利
用
し
て
い
る
陶
芸
窯
に
自
動
制

御
装
置
が
付
属
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

作
者
の
思
い
通
り
の
昇
温
曲
線
を
設
定
す
る
こ
と

が
可
と
な
り
、
今
ま
で
の
窯
で
は
成
し
得
な
か
っ

た
焼
き
上
が
り
を
想
定
し
な
が
ら
、
胸
を
弾
ま
せ

な
が
ら
の 

”焼
成“ 

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

代表
者名

活動
内容
絵
画
・
写
真
・
陶
芸
・
木
工
・
金
属
加
工
・
ソ
ラ
フ

ラ
ワ
ー
・
ガ
ラ
ス
等
、異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
が
集

ま
り
、各
々
が
別
分
野
の
刺
激
を
受
け
な
が
ら
次
の

作
品
づ
く
り
を
進
め
、今
は
次
の
作
品
展
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
会
員
の
作
業
場
所
の
見
学
や
、会
員
で
集

ま
っ
て
他
作
品
展
の
見
学
等
も
始
め
、各
々
が
よ
り

新
し
い
気
持
ち
で
、ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
作

品
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

活動
内容

　

  

「
楽
学
利
他
」
、
会
が
で
き
た
頃
の
小
野
市
中

央
公
民
館
の
副
館
長
さ
ん
が
話
さ
れ
て
い
た
言
葉

で
す
。
楽
し
く
学
ん
で
得
た
も
の
を
誰
か
の
た
め

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

影
響
で
し
ょ
う
か
、
小
野
市
美
術
展
の
運
営
や
小

野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
写
真
撮
影
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。
「
他
利
」
は

「
自
利
」
即
ち
自
分
た
ち
の
た
め
に
も
な
り
、

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
自
然
風
景
や
昆
虫
・
野
鳥
は
勿
論
の

こ
と
、
祭
・
ス
ポ
ー
ツ
・
人
物
等
の
撮
影
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
四
十
二
回
自
然
写
真
展
を

七
月
二
十
七
日
㈪
〜
三
十
一
日
㈮
、
小
野
市
役
所

ウ
ェ
ル
カ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

本
会
で
は
、
新
入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
に
は
丁
寧
に
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

杼
元　

弘
道

各
流
派　

各
々
曜
日
あ
り

各
流
派
に
よ
り
場
所
は
自
由

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

五
〇
〇
三

川
田　

紫
雲

五
月
〜
翌
年
二
月
ま
で

第
一
・
第
三
土
曜
日

小
野
市
立
好
古
館
茶
室（
柳
風
亭
）

小
野
市
立
好
古
館

℡ 

〇
八
〇-

六
一
一
四-

六
九
八
〇

橘　

具
實
子（
宗
具
）

月
一
回
日
曜
日（
不
定
期
）

午
前
九
時
〜
十
二
時

小
野
市
立
好
古
館
茶
室（
柳
風
亭
）

℡ 

〇
九
〇-

四
二
七
二-

五
六
七
三

冨
田　

治
夫

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

五
六
四
六

川
田　

香
雲

月
一
回
第
二
金
曜
日(

午
前
中)

小
野
市
立
好
古
館
茶
室（
柳
風
亭
）

℡ 

〇
八
〇-

六
一
一
四-

六
九
八
〇

岸
本　

玄
岫

℡ 

〇
九
〇-

六
二
〇
七-

〇
八
二
二

松
井　

睦
明

第
二
土
曜
日 

午
前
九
時
半
〜
十
二
時

コ
ミ
セ
ン
下
東
条

℡ 

〇
七
九
四-

六
七-

一
一
四
九

活動
内容

　

毎
月
一
回
例
会
を
開
き
、
講
師
に
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
の
講
評
を
受
け
ま
す
。
隔
月
に
は
、
全
員
の

投
票
で
順
位
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
展
の
ほ
か
、
J
A
下
東
条
な
ど
地
域
内
の

施
設
に
も
常
設
展
示
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
に
興
味
を
お
持
ち
の
皆
様
の
ご
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
野　

一
雄

毎
週
土
曜
日 

十
二
時
〜
午
後
五
時

あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ

井
上　

仁
志

℡ 

〇
九
〇-

二
一
九
三-

三
五
七
九

一
同
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
乞
う
ご
期
待
で

す
！

　

会
員
募
集
中
で
す
。
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
！
陶
芸
を
！

高
山　

辰
則

市
嶋　

久
資

毎
月
第
一
土
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

コ
ミ
セ
ン
お
の 
一
〇
二

℡ 

〇
九
〇-

五
一
六
一-
九
一
九
二

く
亭
主
と
お
客
様
と
の
心
温
ま
る
交
流
が
あ
り
ま

す
。季
節
に
合
わ
せ
て
の
掛
け
軸
、お
花
、お
道
具
、

空
間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
茶
席
で
は

椅
子
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
正
座
の
苦
手

な
方
も
心
配
せ
ず
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
度
も
五
月
よ
り
柳
風
亭
で
の
茶
道
教
室
生

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
と
の
出
会
い
を
楽

し
み
に
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先 小

野
市
い
け
ば
な
協
会

煎
茶　

花
月
の
会

小
野
書
藝
家
Ｇ
展

フ
ォ
ト
遊
友

サ
ー
ク
ル
陶

小
野
市
茶
道
協
会

「
子
ど
も
茶
道
の
会
」ス
イ
ト
ピ
ー

小
野
市
美
術
協
会

お
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ラ
ボ

小
野
自
然
写
真
の
会

活動
内容
小
野
市
い
け
ば
な
協
会
に
於
い
て
の
活
動
は

各
流
派
共
に
自
由
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
小
野

市
内
コ
ミ
セ
ン
等
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
休
止

し
て
い
ま
す
。
い
け
ば
な
を
習
い
た
い
方
は
連
絡

頂
け
れ
ば
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
小
野
市
い
け
ば
な
協
会
加
盟
流
派
は
未
生

流
、
未
生
流
庵
家
、
嵯
峨
御
流
、
古
流
聖
古
苑
、

容
真
流
の
五
流
派
で
す
。
一
輪
の
花
は
人
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
多
種
類
の
組
合
せ
で
美
し

い
花
形
と
な
り
多
く
の
人
の
心
に
安
ら
ぎ
を
届
け

る
事
と
思
い
ま
す
。
協
会
で
は
毎
年
五
流
派
に
よ

る
い
け
ば
な
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
十

一
月
十
四
日
・
十
五
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
力
作
を
ご
鑑
賞
い
た
だ

い
て
個
々
の
感
性
で
味
わ
い
、
一
輪
の
花
に
無
限

の
美
し
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
昨
年
は
例
年
ど
う
り
建
仁
寺
四
頭
茶
会
、
道

明
寺
天
満
宮
茶
会
の
ほ
か
に
関
西
万
博
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
イ
ー
ス

ト
で
の
茶
会
で
は
世
界
の
人
達
に
煎
茶
道
を
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
を
得
ま
し
た
。
煎
茶
は
美

味
し
い
と
好
評
で
し
た
。
市
内
に
お
い
て
は
好
古

館
柳
風
亭
で
月
一
度
お
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
十

二
月
に
は
さ
さ
や
か
で
す
が
お
茶
会
を
催
し
実
り

の
あ
る
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
心
静
か
に

一
煎
の
お
茶
を
い
た
だ
く
時
間
を
私
達
と
ご
一
緒

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

講
師
指
導
の
も
と
、
写
真
好
き
が
集
い
撮
影

や
鑑
賞
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

折
に
触
れ
近
隣
の
風
景
や
お
祭
り
な
ど
の
撮
影

に
出
か
け
ま
す
。
年
に
四
回
は
講
師
指
導
に
よ
る

撮
影
会
を
実
施
し
、
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

　
　

小
野
市
茶
道
協
会
の
主
な
活
動
は
陣
屋
茶
会
、

さ
く
ら
茶
会
、短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
呈
茶
、春
の
市
民

大
茶
会
、茶
道
研
修
会
、管
外
研
修
で
す
。

　

お
茶
会
で
は
単
に
抹
茶
を
飲
む
こ
と
だ
け
で
な

代表
者名

問合
せ先

活動
内容
小
野
市
美
術
協
会
で
は
、第
四
十
六
回
美
術
協

会
展
を
三
月
五
日
㈭
〜
八
日
㈰
に
小
野
市
伝
統
産

業
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。私
た
ち
は
、一
人
で
創

作
活
動
を
行
う
こ
と
が
多
く
、ま
た
流
派
・
会
派
・

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
が

ち
で
す
。し
か
し
、美
術
協
会
展
の
よ
う
に
絵
画
・

書
道
・
写
真
の
異
な
る
部
門
が
一
同
に
会
し
協
力

し
合
う
展
覧
会
は
、仲
間
づ
く
り
の
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
集
し
た
力
を
、小
野
市

美
術
展
の
開
催
運
営
に
も
活
か
し
て
い
ま
す
。西

脇
市
に
は
二
十
四
年
、三
木
市
に
も
二
十
二
年
遅

れ
て
立
ち
上
が
っ
た
市
展
で
す
。し
か
し
、運
営
に

お
い
て
は
当
初
か
ら
市
民
中
心
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、市
民
参
加
を
進
め
る
他
市
か
ら
も
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。出
品
者
が
出
し
て

よ
か
っ
た
、来
場
者
が
来
て
よ
か
っ
た
、実
行
委
員

や
主
催
者
の
教
育
委
員
会
が
開
催
し
て
よ
か
っ
た
。

と
言
え
る
よ
う
な「
市
展
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

代表
者名

問合
せ先

活動
内容

今
回
で
四
十
回
展
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
号
よ
り
会
友
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
友
井
上
正
行
さ
ん

　

彼
は
小
学
生
の
頃
よ
り
、岸
本
翼
幸
さ
ん
の
書

道
教
室
に
通
い
、成
人
後
は「
前
衛
書
道
」に
没
頭

し
て
現
在
兵
庫
県
書
作
家
協
会
無
鑑
査
会
員
、飛

雲
会
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
書
道
展
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
功
績

で
平
成
十
二
年
度
の
小
野
市
民
文
化
奨
励
賞
を
授

与
さ
れ
て
い
る
。

G
展
の
将
来
を
背
負
っ
て
く
れ
る
書
家
と
し
て

期
待
し
て
い
る
。

活動
内容
今
年
は
新
年
の
茶
掛
け
を
「
和
敬
清
寂
」
に

致
し
ま
し
た
。
「
和
」
は
心
を
開
い
て
仲
よ
く
す

る
。
「
敬
」
は
お
互
い
を
尊
敬
し
合
う
。
「
清
」

は
目
に
見
え
る
だ
け
の
清
ら
か
さ
だ
け
で
な
く
、

心
の
中
も
清
ら
か
に
。
「
寂
」
は
ど
ん
な
時
で
も

動
じ
な
い
心
で
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
短
期
間
で

し
た
が
お
稽
古
を
共
に
励
ん
だ
人
が
引
っ
越
し
さ

れ
ま
し
た
。
と
て
も
爽
や
か
な
人
で
、
惜
し
ま
れ

つ
つ
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。
「
一
期
一
会
」
が

浮
か
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
青
年
と
な
り
、
成
人
式
、
就
職

も
決
ま
り
晴
れ
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
受

験
生
も
息
抜
き
に
集
ま
る
教
室
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
「
主
人
公
」
の
茶
掛
け
も
良
い
で
し
ょ
う
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

　

  

二
十
数
年
前
は
、
会
員
数
七
十
名
に
迫
る
盛

況
の
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
が
、
今
で
は
減
少
の
一
途
、

伸
び
る
の
は
会
員
の
平
均
年
齢
の
み
で
、
ど
こ
か

寂
し
さ
を
感
じ
る
サ
ー
ク
ル
陶
で
す
。

　

そ
ん
な
サ
ー
ク
ル
陶
に
こ
の
正
月
！
吉
報
で
す
。

サ
ー
ク
ル
陶
が
利
用
し
て
い
る
陶
芸
窯
に
自
動
制

御
装
置
が
付
属
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

作
者
の
思
い
通
り
の
昇
温
曲
線
を
設
定
す
る
こ
と

が
可
と
な
り
、
今
ま
で
の
窯
で
は
成
し
得
な
か
っ

た
焼
き
上
が
り
を
想
定
し
な
が
ら
、
胸
を
弾
ま
せ

な
が
ら
の 

”焼
成“ 

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

代表
者名

活動
内容
絵
画
・
写
真
・
陶
芸
・
木
工
・
金
属
加
工
・
ソ
ラ
フ

ラ
ワ
ー
・
ガ
ラ
ス
等
、異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
が
集

ま
り
、各
々
が
別
分
野
の
刺
激
を
受
け
な
が
ら
次
の

作
品
づ
く
り
を
進
め
、今
は
次
の
作
品
展
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
会
員
の
作
業
場
所
の
見
学
や
、会
員
で
集

ま
っ
て
他
作
品
展
の
見
学
等
も
始
め
、各
々
が
よ
り

新
し
い
気
持
ち
で
、ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
作

品
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

活動
内容

　

  

「
楽
学
利
他
」
、
会
が
で
き
た
頃
の
小
野
市
中

央
公
民
館
の
副
館
長
さ
ん
が
話
さ
れ
て
い
た
言
葉

で
す
。
楽
し
く
学
ん
で
得
た
も
の
を
誰
か
の
た
め

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

影
響
で
し
ょ
う
か
、
小
野
市
美
術
展
の
運
営
や
小

野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
写
真
撮
影
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。
「
他
利
」
は

「
自
利
」
即
ち
自
分
た
ち
の
た
め
に
も
な
り
、

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
自
然
風
景
や
昆
虫
・
野
鳥
は
勿
論
の

こ
と
、
祭
・
ス
ポ
ー
ツ
・
人
物
等
の
撮
影
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
四
十
二
回
自
然
写
真
展
を

七
月
二
十
七
日
㈪
〜
三
十
一
日
㈮
、
小
野
市
役
所

ウ
ェ
ル
カ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

本
会
で
は
、
新
入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
に
は
丁
寧
に
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

杼
元　

弘
道

各
流
派　

各
々
曜
日
あ
り

各
流
派
に
よ
り
場
所
は
自
由

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

五
〇
〇
三

川
田　

紫
雲

五
月
〜
翌
年
二
月
ま
で

第
一
・
第
三
土
曜
日

小
野
市
立
好
古
館
茶
室（
柳
風
亭
）

小
野
市
立
好
古
館

℡ 

〇
八
〇-

六
一
一
四-

六
九
八
〇

橘　

具
實
子（
宗
具
）

月
一
回
日
曜
日（
不
定
期
）

午
前
九
時
〜
十
二
時

小
野
市
立
好
古
館
茶
室（
柳
風
亭
）

℡ 

〇
九
〇-

四
二
七
二-

五
六
七
三

冨
田　

治
夫

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

五
六
四
六

川
田　

香
雲

月
一
回
第
二
金
曜
日(

午
前
中)

小
野
市
立
好
古
館
茶
室（
柳
風
亭
）

℡ 

〇
八
〇-

六
一
一
四-

六
九
八
〇

岸
本　

玄
岫

℡ 
〇
九
〇-

六
二
〇
七-

〇
八
二
二

松
井　

睦
明

第
二
土
曜
日 

午
前
九
時
半
〜
十
二
時

コ
ミ
セ
ン
下
東
条

℡ 

〇
七
九
四-

六
七-

一
一
四
九

活動
内容

　

毎
月
一
回
例
会
を
開
き
、
講
師
に
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
の
講
評
を
受
け
ま
す
。
隔
月
に
は
、
全
員
の

投
票
で
順
位
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
展
の
ほ
か
、
J
A
下
東
条
な
ど
地
域
内
の

施
設
に
も
常
設
展
示
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
に
興
味
を
お
持
ち
の
皆
様
の
ご
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
野　

一
雄

毎
週
土
曜
日 

十
二
時
〜
午
後
五
時

あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ

井
上　

仁
志

℡ 

〇
九
〇-

二
一
九
三-

三
五
七
九

一
同
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
乞
う
ご
期
待
で

す
！

　

会
員
募
集
中
で
す
。
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
！
陶
芸
を
！

高
山　

辰
則

市
嶋　

久
資

毎
月
第
一
土
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二
時

コ
ミ
セ
ン
お
の 

一
〇
二

℡ 

〇
九
〇-

五
一
六
一-

九
一
九
二

く
亭
主
と
お
客
様
と
の
心
温
ま
る
交
流
が
あ
り
ま

す
。季
節
に
合
わ
せ
て
の
掛
け
軸
、お
花
、お
道
具
、

空
間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
茶
席
で
は

椅
子
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
正
座
の
苦
手

な
方
も
心
配
せ
ず
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
度
も
五
月
よ
り
柳
風
亭
で
の
茶
道
教
室
生

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
と
の
出
会
い
を
楽

し
み
に
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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小
野
市
吟
詠
連
合
会

吉
船
の
会

西
雲
会

獅
子
舞
保
存
会

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
Ｎ

播
州
小
野
太
鼓

小
野
市
短
歌
会

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
小
野
市
吟
詠
連
合
会
は
岳
風
会
・
国
風
流
・

清
峰
流
の
三
会
派
か
ら
な
り
、
コ
ミ
セ
ン
お
の
や
、

個
人
宅
で
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
々
皆
様
、
お
稽
古
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

詩
吟
は
、
腹
式
呼
吸
で
大
き
な
声
を
出
し
、
ス

ト
レ
ス
発
散
に
な
り
元
気
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
年
一
回
、
十
一
月
三
日
、
小
野
商
工
会

議
所
、
四
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
吟
道
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
一
度
見
学
に
お
こ
し
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
日
本
で
の
獅
子
舞
は
、
十
六
世
紀
初
め
、
伊

勢
の
国
で
飢
饉
、
疫
病
を
追
い
払
う
為
に
、
正
月

に
獅
子
舞
を
舞
わ
せ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
十
七
世
紀
に
伊
勢
か
ら
江
戸

へ
伝
わ
り
、
悪
魔
を
払
い
、
世
を
祝
う
縁
起
も
の

と
し
て
、
正
月
だ
け
で
は
な
く
、
縁
起
物
と
し

て
、
祝
い
事
や
祭
り
事
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
獅
子
舞
は
、
江
戸
後
期
頃
（
一
八
五
二
年
）

よ
り
、
住
吉
八
幡
神
社
の
秋
祭
り
の
奉
納
獅
子
舞

と
し
て
受
け
継
が
れ
、
毎
年
十
月
の
秋
祭
り
宵
宮

に
は
、
神
社
拝
殿
で
全
十
二
に
上
る
演
目
が
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
日
で
は
、
秋
祭
り
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
行
事
と
し
て
、
地
域
に
し
っ
か
り
と

根
づ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
懐
か

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
施
設

へ
の
慰
問
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
獅
子
舞
に
興
味
の
あ
る
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
播
州
小
野
太
鼓
は
毎
週
日
曜
日
に
中
番
小
学

校
の
体
育
館
で
A
M
十
時
〜
十
二
時
位
ま
で
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
供
五
名
、
女
性
七
名
、
男

性
六
名
の
十
八
名
で
楽
し
く
太
鼓
練
習
や
っ
て
い

ま
す
。
小
学
生
一
年
か
ら
入
会
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
の
ぞ
い
て
下
さ
い
。
各
地
域
の
お
祭

り
等
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
太
鼓
は
バ

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
一
年
を
通
し
て
活
動
し
て
お

り
、春
は
桜
の
下
で
コ
ン
サ
ー
ト
、夏
は
額
に
汗
を
光

ら
せ
な
が
ら
、国
籍
や
年
代
を
こ
え
て
、地
域
の
人

た
ち
と
と
も
に
小
野
ま
つ
り
で
踊
り
ま
し
た
。

　

秋
に
は
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
コ
ミ
セ
ン
祭
り

に
出
演
し
、ま
た
年
間
を
通
じ
て
町
の
行
事
や
介
護

施
設
で
も
踊
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
仲
間
も
増
え
、伝
統
芸
能
の
伝
承
を
大
切

に
し
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
も
尊
重
し
、民

謡
・
新
舞
踊
・
日
本
舞
踊
を
み
ん
な
で
楽
し
く
お
稽

古
し
て
い
ま
す
。

活動
内容
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
達
西
雲

会
の
仲
間
は
又
一
つ
年
齢
を
重
ね
、
身
体
の
不
具

合
や
運
転
に
も
細
心
の
注
意
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
ス
イ
ッ
チ
が
入
る

と
、
三
味
線
と
太
鼓
が
力
強
く
奏
で
ら
れ
、
み
ん

な
の
心
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
数
あ
る
譜
面
の
中
か
ら
力
を
注
ぐ
曲

目
を
選
び
、
発
表
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

混
沌
の
社
会
情
勢
の
な
か
、
文
化
活
動
の
出
来

る
環
境
に
感
謝
し
て
、
民
謡
の
魅
力
を
発
信
し
ま

す
。

　

活
気
あ
る
練
習
の
様
子
を
是
非
覗
い
て
み
て
下

さ
い
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

小
野
三
曲
協
会

　
　
　
　
　 （
都
山
流
尺
八
同
好
会
）

代表
者名

小
野
短
歌
会
は
コ
ミ
セ
ン
小
野
で
毎
月
第
一

日
曜
日
に
、美
加
志
保
下
東
条
短
歌
教
室
は
コ
ミ

セ
ン
下
東
条
で
毎
月
第
四
日
曜
日
に
歌
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。参
加
者
は
短
歌
一
首
を
事
前
に
代

表
者
に
提
出
し
当
日
は
全
員
で
合
評
を
お
こ
な
い

ま
す
。短
歌
は
日
頃
の
思
い
や
気
づ
き
を
三
十
一

音
で
表
現
す
る
文
学
で
す
。皆
で
楽
し
く
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
友
人
関
係
も
築
か
れ
て
い
っ
て

い
ま
す
。

　

年
間
行
事
と
し
て
五
月
に
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
参
加
し
ま
す
。ま
た
今
年
は
二
つ
の
短
歌

会
の
合
同
歌
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

活動
内容

活動
日

活動
場所

問合
せ先

代表
者名

問合
せ先

活動
日
活動
場所

小
野
三
曲
協
会
と
し
て
結
成
以
来
五
十
一
年

目
に
な
り
ま
し
た
。先
輩
方
の
残
し
て
頂
き
ま
し

た
素
晴
ら
し
い
伝
統
芸
能
の
継
承
に
、微
力
な
が

ら
励
ん
で
い
ま
す
。私
達
の
住
む
小
野
市
に
は
、他

所
に
無
い
優
し
い
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。こ

の
伝
統
を
少
し
で
も
長
く
続
け
て
、ま
た
発
展
さ

せ
て
い
け
る
よ
う
に
稽
古
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
伝
統
音
楽
は
、心

の
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。三
年
く
ら

い
稽
古
に
励
み
ま
す
と
、立
派
に
演
奏
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
年
三
回
発
表
の
場
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。  

五
月　
　
　
　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
「
上
田
三
四
二
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

九
月
〜
十
月　

小
野
市
立
好
古
館「
観
月
茶
会
」

十
一
月　
　
　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
「
市
民
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

活動
内容

芝
本　

政
宣

コ
ミ
セ
ン
お
の（
小
野
短
歌
会
）

第
一
日
曜
日 
午
後
一
時
〜

芝
本　

政
宣

℡ 

〇
九
〇-

三
八
九
五-

五
〇
二
二

コ
ミ
セ
ン
下
東
条（
美
加
志
保
下
東
条
短
歌
会
）

第
四
日
曜
日 

午
後
一
時
〜

山
本　

満
代

℡ 

〇
九
〇-

一
五
八
〇-

四
九
二
六

池
田　

義
信

コ
ミ
セ
ン
お
の

尺
八　

第
二
・
第
四
火
曜
日　

夜

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

七
二
六
六

河
合　

末
子

各
教
室
週
一
回

曜
日
・
時
間
は
教
室
に
よ
っ
て
異
な
る

コ
ミ
セ
ン（
お
の
・
い
ち
ば
）、個
人
宅

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

三
八
九
三

河
嶋　

日
出
子

毎
週
木
曜
日　

午
後
一
時
〜
三
時

コ
ミ
セ
ン
お
お
べ

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

二
五
二
九

田
中　

春
代

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
〜
九
時
三
十
分

コ
ミ
セ
ン
下
東
条

℡ 

〇
七
九
四-

六
七-

一
二
九
一

田
中　

典
英

秋
祭
り
前
、一
か
月
間
、週
二
回

各
種
行
事
の
前
な
ど
都
度

青
野
ヶ
原
町
公
民
館  

他

℡ 

〇
九
〇-

三
一
六
三-

七
四
二

松
下　

奈
緒
美

毎
週
日
曜
日　

午
後
一
時
〜

中
町
公
民
館

伊
藤　

操

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

二
五
三
八

小
林　

修
平

毎
週
日
曜
日 

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

中
番
小
学
校
体
育
館

℡ 

〇
九
〇-

三
六
七
二-

四
八
九
二

チ
で
打
て
ば
ひ
び
い
て
く
れ
ま
す
。
ド
レ
ミ
フ
ァ

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
ぼ
え
や
す
い
の
が
特
長

で
す
。
会
の
発
足
は
、
平
成
八
年
で
約
三
十
年
に

な
り
、
小
野
市
を
中
心
に
和
太
鼓
の
文
化
を
発
信

し
よ
う
と
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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小
野
市
吟
詠
連
合
会

吉
船
の
会

西
雲
会

獅
子
舞
保
存
会

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
Ｎ

播
州
小
野
太
鼓

小
野
市
短
歌
会

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
小
野
市
吟
詠
連
合
会
は
岳
風
会
・
国
風
流
・

清
峰
流
の
三
会
派
か
ら
な
り
、
コ
ミ
セ
ン
お
の
や
、

個
人
宅
で
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
々
皆
様
、
お
稽
古
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

詩
吟
は
、
腹
式
呼
吸
で
大
き
な
声
を
出
し
、
ス

ト
レ
ス
発
散
に
な
り
元
気
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
年
一
回
、
十
一
月
三
日
、
小
野
商
工
会

議
所
、
四
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
吟
道
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
一
度
見
学
に
お
こ
し
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
日
本
で
の
獅
子
舞
は
、
十
六
世
紀
初
め
、
伊

勢
の
国
で
飢
饉
、
疫
病
を
追
い
払
う
為
に
、
正
月

に
獅
子
舞
を
舞
わ
せ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
十
七
世
紀
に
伊
勢
か
ら
江
戸

へ
伝
わ
り
、
悪
魔
を
払
い
、
世
を
祝
う
縁
起
も
の

と
し
て
、
正
月
だ
け
で
は
な
く
、
縁
起
物
と
し

て
、
祝
い
事
や
祭
り
事
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
獅
子
舞
は
、
江
戸
後
期
頃
（
一
八
五
二
年
）

よ
り
、
住
吉
八
幡
神
社
の
秋
祭
り
の
奉
納
獅
子
舞

と
し
て
受
け
継
が
れ
、
毎
年
十
月
の
秋
祭
り
宵
宮

に
は
、
神
社
拝
殿
で
全
十
二
に
上
る
演
目
が
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
日
で
は
、
秋
祭
り
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
行
事
と
し
て
、
地
域
に
し
っ
か
り
と

根
づ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
懐
か

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
施
設

へ
の
慰
問
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
獅
子
舞
に
興
味
の
あ
る
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
播
州
小
野
太
鼓
は
毎
週
日
曜
日
に
中
番
小
学

校
の
体
育
館
で
A
M
十
時
〜
十
二
時
位
ま
で
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
供
五
名
、
女
性
七
名
、
男

性
六
名
の
十
八
名
で
楽
し
く
太
鼓
練
習
や
っ
て
い

ま
す
。
小
学
生
一
年
か
ら
入
会
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
の
ぞ
い
て
下
さ
い
。
各
地
域
の
お
祭

り
等
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
太
鼓
は
バ

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
一
年
を
通
し
て
活
動
し
て
お

り
、春
は
桜
の
下
で
コ
ン
サ
ー
ト
、夏
は
額
に
汗
を
光

ら
せ
な
が
ら
、国
籍
や
年
代
を
こ
え
て
、地
域
の
人

た
ち
と
と
も
に
小
野
ま
つ
り
で
踊
り
ま
し
た
。

　

秋
に
は
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
コ
ミ
セ
ン
祭
り

に
出
演
し
、ま
た
年
間
を
通
じ
て
町
の
行
事
や
介
護

施
設
で
も
踊
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
仲
間
も
増
え
、伝
統
芸
能
の
伝
承
を
大
切

に
し
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
も
尊
重
し
、民

謡
・
新
舞
踊
・
日
本
舞
踊
を
み
ん
な
で
楽
し
く
お
稽

古
し
て
い
ま
す
。

活動
内容
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
達
西
雲

会
の
仲
間
は
又
一
つ
年
齢
を
重
ね
、
身
体
の
不
具

合
や
運
転
に
も
細
心
の
注
意
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
ス
イ
ッ
チ
が
入
る

と
、
三
味
線
と
太
鼓
が
力
強
く
奏
で
ら
れ
、
み
ん

な
の
心
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
数
あ
る
譜
面
の
中
か
ら
力
を
注
ぐ
曲

目
を
選
び
、
発
表
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

混
沌
の
社
会
情
勢
の
な
か
、
文
化
活
動
の
出
来

る
環
境
に
感
謝
し
て
、
民
謡
の
魅
力
を
発
信
し
ま

す
。

　

活
気
あ
る
練
習
の
様
子
を
是
非
覗
い
て
み
て
下

さ
い
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

小
野
三
曲
協
会

　
　
　
　
　 （
都
山
流
尺
八
同
好
会
）

代表
者名

小
野
短
歌
会
は
コ
ミ
セ
ン
小
野
で
毎
月
第
一

日
曜
日
に
、美
加
志
保
下
東
条
短
歌
教
室
は
コ
ミ

セ
ン
下
東
条
で
毎
月
第
四
日
曜
日
に
歌
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。参
加
者
は
短
歌
一
首
を
事
前
に
代

表
者
に
提
出
し
当
日
は
全
員
で
合
評
を
お
こ
な
い

ま
す
。短
歌
は
日
頃
の
思
い
や
気
づ
き
を
三
十
一

音
で
表
現
す
る
文
学
で
す
。皆
で
楽
し
く
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
友
人
関
係
も
築
か
れ
て
い
っ
て

い
ま
す
。

　

年
間
行
事
と
し
て
五
月
に
小
野
市
短
歌
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
参
加
し
ま
す
。ま
た
今
年
は
二
つ
の
短
歌

会
の
合
同
歌
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

活動
内容

活動
日

活動
場所

問合
せ先

代表
者名

問合
せ先

活動
日
活動
場所

小
野
三
曲
協
会
と
し
て
結
成
以
来
五
十
一
年

目
に
な
り
ま
し
た
。先
輩
方
の
残
し
て
頂
き
ま
し

た
素
晴
ら
し
い
伝
統
芸
能
の
継
承
に
、微
力
な
が

ら
励
ん
で
い
ま
す
。私
達
の
住
む
小
野
市
に
は
、他

所
に
無
い
優
し
い
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。こ

の
伝
統
を
少
し
で
も
長
く
続
け
て
、ま
た
発
展
さ

せ
て
い
け
る
よ
う
に
稽
古
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
伝
統
音
楽
は
、心

の
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。三
年
く
ら

い
稽
古
に
励
み
ま
す
と
、立
派
に
演
奏
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
年
三
回
発
表
の
場
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。  

五
月　
　
　
　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
「
上
田
三
四
二
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

九
月
〜
十
月　

小
野
市
立
好
古
館「
観
月
茶
会
」

十
一
月　
　
　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
「
市
民
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

活動
内容

芝
本　

政
宣

コ
ミ
セ
ン
お
の（
小
野
短
歌
会
）

第
一
日
曜
日 

午
後
一
時
〜

芝
本　

政
宣

℡ 

〇
九
〇-

三
八
九
五-

五
〇
二
二

コ
ミ
セ
ン
下
東
条（
美
加
志
保
下
東
条
短
歌
会
）

第
四
日
曜
日 

午
後
一
時
〜

山
本　

満
代

℡ 

〇
九
〇-

一
五
八
〇-

四
九
二
六

池
田　

義
信

コ
ミ
セ
ン
お
の

尺
八　

第
二
・
第
四
火
曜
日　

夜

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

七
二
六
六

河
合　

末
子

各
教
室
週
一
回

曜
日
・
時
間
は
教
室
に
よ
っ
て
異
な
る

コ
ミ
セ
ン（
お
の
・
い
ち
ば
）、個
人
宅

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

三
八
九
三

河
嶋　

日
出
子

毎
週
木
曜
日　

午
後
一
時
〜
三
時

コ
ミ
セ
ン
お
お
べ

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

二
五
二
九

田
中　

春
代

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
〜
九
時
三
十
分

コ
ミ
セ
ン
下
東
条

℡ 

〇
七
九
四-
六
七-

一
二
九
一

田
中　

典
英

秋
祭
り
前
、一
か
月
間
、週
二
回

各
種
行
事
の
前
な
ど
都
度

青
野
ヶ
原
町
公
民
館  

他

℡ 

〇
九
〇-

三
一
六
三-

七
四
二

松
下　

奈
緒
美

毎
週
日
曜
日　

午
後
一
時
〜

中
町
公
民
館

伊
藤　

操

℡ 

〇
七
九
四-

六
二-

二
五
三
八

小
林　

修
平

毎
週
日
曜
日 

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

中
番
小
学
校
体
育
館

℡ 
〇
九
〇-

三
六
七
二-

四
八
九
二

チ
で
打
て
ば
ひ
び
い
て
く
れ
ま
す
。
ド
レ
ミ
フ
ァ

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
ぼ
え
や
す
い
の
が
特
長

で
す
。
会
の
発
足
は
、
平
成
八
年
で
約
三
十
年
に

な
り
、
小
野
市
を
中
心
に
和
太
鼓
の
文
化
を
発
信

し
よ
う
と
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
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小
野
市
民
合
唱
団

チ
ー
ム
さ
く
ら

Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ａ（
デ
ィ
ー
バ
）

裏
播
州
鬼
ほ
お
ず
き
灯

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

活動
内容
私
達
小
野
市
民
合
唱
団
は
、月
に
四
回
コ
ミ
セ

ン
お
の
で
、講
師
の
も
と
で
き
び
し
く
、楽
し
く
合

唱
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。地
域
活
動
の
向
上
と

と
も
に
団
員
の
生
活
向
上
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。ま
た
現
在
、団
員
の
募
集
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
練
習
に
参
加
願
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

代表
者名

活動
日

問合
せ先

マ
リ
ア　

味
記
子

不
定
期

℡ 

〇
九
〇-

八
九
三
八-

〇
六
六
九

活動
内容
多
く
の
人
々
に
、
楽
器
演
奏
の
楽
し
み
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
楽
器

「
マ
リ
ア
ハ
ー
プ
」
を
考
案
し
て
十
七
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
各
地
の
多
く
の
方
々
と
音
楽
の
楽

し
さ
を
共
有
し
て
参
り
ま
し
た
。
小
さ
な
楽
器
か

ら
プ
ロ
仕
様
の
楽
器
ま
で
、
そ
の
度
工
夫
を
こ
ら

し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
合
わ
せ
る
楽
器
は
主
に

ギ
タ
ー
や
笛
、
ピ
ア
ノ
等
。
本
年
度
は
芸
術
療
法

的
「
流
体
ア
ー
ト
」
も
、
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
絵
画
展
を
四
月
・
六
月
に
行
い
ま
す
。

音
と
色
彩
に
ふ
れ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
美
術
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

活動
内容

　

  

ス
イ
ー
ト
ベ
ル
は
小
野
市
を
拠
点
に
活
動
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

兵
庫
県
内
各
地
で
の
演
奏
活
動
に
加
え
、日
々
の

練
習
で
は
一
音
一
音
を
大
切
に
、互
い
の
音
を
聴
き

合
い
な
が
ら
丁
寧
な
音
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。小
野
市
文
化
連
盟
に
所
属
し
て
二
年
目
と
な

る
本
年
度
も
、ベ
ル
の
美
し
い
響
き
を
通
し
て
、地

域
の
皆
様
に
寄
り
添
う
演
奏
を
目
指
し
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

活動
内容
お
の
恋
お
ど
り
を
き
っ
か
け
に
結
成
し
、
二

十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
沢
山
の
方
に
よ
さ
こ
い

鳴
子
お
ど
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
意
欲
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年

新
し
い
課
題
に
取
り
組
む
裏
播
州
鬼
灯
の
世
界

を
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
三
世
代
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
活
か
し
、
群
舞
の
一
体
感
、
統
一
感
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
真
夏
の
祭
典
、
小
野
ま
つ
り

お
の
恋
お
ど
り
の
あ
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
一
緒

に
立
ち
ま
し
ょ
う
。
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
す
。
自

分
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

代表
者名

活動
日
活動
場所

問合
せ先

C
on La M

usica
夢
詩
歌

コ
ン·

ラ
・
ム
シ
カ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
楽
器
研
究
会

M
aria M

usic

S
w
eet B

ell

　
　
（
ス
イ
ー
ト
ベ
ル
）

フ
ラ
ハ
ー
ラ
ウ

オ　

ア
ー
ヌ
エ
ヌ
エ

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
二
〇
一
一
年
に
発
足
し
た
コ
ン
・
ラ
・
ム
シ
カ

夢
詩
歌
は
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
、本
年
十

五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。東
日
本
大

震
災
義
援
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
施
を
機

に
集
ま
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
愛
好
家
メ
ン
バ
ー

も
、三
世
代
交
流
出
来
る
ほ
ど
成
長
し
て
参
り
ま
し

た
。地
域
の
皆
様
と
心
を
合
わ
せ
て
音
楽
を
奏
で
、

一
つ
の
舞
台
を
作
り
上
げ
る
喜
び
と
楽
し
さ
を
感

じ
る
事
の
出
来
た
十
五
年
で
し
た
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、チ
ー
ム
は
よ
り
一

層
活
気
に
満
ち
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。日
々

の
練
習
で
は
、向
上
心
を
持
っ
て
取
り
組
み
な
が

ら
も
、和
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。K-P

O
P

や
フ
ラ
メ
ン
コ
風
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
、表
現
の
幅
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、そ
の
成

果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
会
場

に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小
川　

福
二
郎

毎
週
金
曜
日（
原
則
第
一
〜
第
四
）

午
後
三
時
十
分
〜
五
時

コ
ミ
セ
ン
お
の 

二
〇
一

℡ 

〇
七
九
四-
六
三-

六
五
一
二

中
村　

一
見

毎
週
火
曜
日　

午
後
六
時
〜
八
時

コ
ミ
セ
ン
お
お
べ

河
嶋　

栄
里
子

℡ 

〇
九
〇-

五
四
六
六-

一
九
〇
二

大
津　

は
る
み

コ
ン
サ
ー
ト
前
、二
か
月
間
週
一
回

コ
ミ
セ
ン
お
の

コ
ミ
セ
ン
下
東
条

そ
の
他
市
内
ス
タ
ジ
オ

℡ 

〇
九
〇-

一
一
四
四-

六
七
五
八

https://w
w
w
.con-la-m

usica.com
荻
野　

訓
子

毎
週
水
曜
日

コ
ミ
セ
ン
い
ち
ば

コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の

そ
の
他
市
内
ス
タ
ジ
オ

℡ 
〇
八
〇-

八
五
三
三-

二
八
九
七

小
野
将
棋
会

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
小
野
将
棋
会
で
は
、毎
週
日
曜
日
の
午
後
、コ

ミ
セ
ン
お
の
に
お
い
て
、こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
世
代
が
将
棋
対
局
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、五
月
三
十
日
㈯
に
は
、児
童
館
チ
ャ
イ
コ

ム
に
お
い
て
、こ
ど
も
将
棋
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、六
月
二
十
一
日
㈰
に
は
、コ
ミ
セ
ン
お

の
に
お
い
て
、第
四
十
九
回
小
野
市
民
将
棋
大
会

を
開
催
予
定
で
す
。

　

最
近
で
は
、清
水
一
代
女
流
七
段
が
女
性
と
し

て
初
め
て
将
棋
連
盟
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、そ
の
影
響
か
ら
、こ
ど
も
や
女
性
参
加
者

が
増
え
て
き
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

将
棋
は
数
手
先
を
読
む
力
を
養
う
文
化
的
な
頭

脳
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、世
代
間
を
超
え
た
交
流
が
で

き
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
も
、小
野
市
に
お
け
る
将
棋
文
化
の
普
及

に
、引
き
続
き
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
嶋　

晃
司

日
曜
日（
各
週
）午
後
一
時
〜
五
時

コ
ミ
セ
ン
お
の
一
〇
六
号
室

岡
嶋　

晃
司

℡ 

〇
九
〇-

六
五
五
一-
一
八
二
七

　

  

人
の
心
に
ひ
び
く
琴
線
を
大
切
に
し
、人
と
人

と
の
輪
を
育
み
な
が
ら
、日
本
の
伝
統
文
化
を
継
承

す
る
た
め
、伝
統
芸
能
で
あ
る
箏
曲
を
お
稽
古
に
取

水
池　

聡
子

不
定
期

コ
ミ
セ
ン
お
の

℡ 

〇
九
〇-

二
三
八
七-

三
四
七
五

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

　

  

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
の
団
体
で
す
。ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
は
踊
る
だ
け
で
は
な
く
、ハ
ワ
イ
文
化
や
歴
史

を
学
び
な
が
ら
、言
葉
の
よ
う
に
伝
え
る
も
の
で

す
。明
る
く
楽
し
い
仲
間
と
、年
齢
関
係
な
く
学
び

続
け
ら
れ
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

年
に
三
回
程
度
の
自
主
開
催
イ
ベ
ン
ト
や
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
仲
間
募
集
中
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
澤　

薫

金
曜
日　

月
三
回　

十
四
時
〜
十
五
時

金
曜
日　

月
四
回　

二
十
時
〜
二
十
一
時

土
曜
日　

月
四
回

小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
　
ス
タ
ジ
オ
A

℡ 

〇
九
〇-

六
五
五
九-

四
三
六
〇

木
原　

建
三

毎
週
月
曜
日

小
野
市
立
小
野
南
中
学
校

一
月
〜
四
月
・
七
月
・
八
月

コ
ミ
セ
ン
下
東
条
　

℡ 

〇
九
〇-

一
〇
六
五-

七
〇
二
九

り
組
ん
で
い
ま
す
。近
隣
に
住
む
外
国
人
の
生
徒
さ

ん
を
中
心
に
活
動
し
、礼
儀
や
作
法
な
ど
日
本
独
特

の
文
化
も
、日
々
の
稽
古
を
通
し
て
体
感
し
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
す
。昨
年
度
は
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
演
し
、今
後
も
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

不
穏
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、音
楽
は
世
代
や
国
境

を
超
え
て
心
の
栄
養
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

文
化
連
盟
の
一
員
と
し
て
、音
楽
を
生
活
の
中
に

根
付
か
せ
、音
楽
を
通
じ
て
の
仲
間
づ
く
り
、ま
ち

づ
く
り
が
実
現
出
来
る
よ
う
に
今
後
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。今
年
度
も
コ
ン
・
ラ
・
ム
シ
カ
夢
詩
歌

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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小
野
市
民
合
唱
団

チ
ー
ム
さ
く
ら

Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ａ（
デ
ィ
ー
バ
）

裏
播
州
鬼
ほ
お
ず
き
灯

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

活動
内容
私
達
小
野
市
民
合
唱
団
は
、月
に
四
回
コ
ミ
セ

ン
お
の
で
、講
師
の
も
と
で
き
び
し
く
、楽
し
く
合

唱
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。地
域
活
動
の
向
上
と

と
も
に
団
員
の
生
活
向
上
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。ま
た
現
在
、団
員
の
募
集
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
練
習
に
参
加
願
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

問合
せ先

代表
者名

活動
日

活動
場所

代表
者名

活動
日

問合
せ先

マ
リ
ア　

味
記
子

不
定
期

℡ 

〇
九
〇-

八
九
三
八-

〇
六
六
九

活動
内容
多
く
の
人
々
に
、
楽
器
演
奏
の
楽
し
み
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
楽
器

「
マ
リ
ア
ハ
ー
プ
」
を
考
案
し
て
十
七
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
各
地
の
多
く
の
方
々
と
音
楽
の
楽

し
さ
を
共
有
し
て
参
り
ま
し
た
。
小
さ
な
楽
器
か

ら
プ
ロ
仕
様
の
楽
器
ま
で
、
そ
の
度
工
夫
を
こ
ら

し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
合
わ
せ
る
楽
器
は
主
に

ギ
タ
ー
や
笛
、
ピ
ア
ノ
等
。
本
年
度
は
芸
術
療
法

的
「
流
体
ア
ー
ト
」
も
、
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
絵
画
展
を
四
月
・
六
月
に
行
い
ま
す
。

音
と
色
彩
に
ふ
れ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
美
術
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

活動
内容

　

  

ス
イ
ー
ト
ベ
ル
は
小
野
市
を
拠
点
に
活
動
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

兵
庫
県
内
各
地
で
の
演
奏
活
動
に
加
え
、日
々
の

練
習
で
は
一
音
一
音
を
大
切
に
、互
い
の
音
を
聴
き

合
い
な
が
ら
丁
寧
な
音
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。小
野
市
文
化
連
盟
に
所
属
し
て
二
年
目
と
な

る
本
年
度
も
、ベ
ル
の
美
し
い
響
き
を
通
し
て
、地

域
の
皆
様
に
寄
り
添
う
演
奏
を
目
指
し
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

活動
内容
お
の
恋
お
ど
り
を
き
っ
か
け
に
結
成
し
、
二

十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
沢
山
の
方
に
よ
さ
こ
い

鳴
子
お
ど
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
意
欲
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年

新
し
い
課
題
に
取
り
組
む
裏
播
州
鬼
灯
の
世
界

を
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
三
世
代
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
活
か
し
、
群
舞
の
一
体
感
、
統
一
感
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
真
夏
の
祭
典
、
小
野
ま
つ
り

お
の
恋
お
ど
り
の
あ
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
一
緒

に
立
ち
ま
し
ょ
う
。
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
す
。
自

分
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

代表
者名

活動
日
活動
場所

問合
せ先

C
on La M

usica

夢
詩
歌

コ
ン·

ラ
・
ム
シ
カ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
楽
器
研
究
会

M
aria M

usic

S
w
eet B

ell
　
　
（
ス
イ
ー
ト
ベ
ル
）

フ
ラ
ハ
ー
ラ
ウ

オ　

ア
ー
ヌ
エ
ヌ
エ

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
二
〇
一
一
年
に
発
足
し
た
コ
ン
・
ラ
・
ム
シ
カ

夢
詩
歌
は
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
、本
年
十

五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。東
日
本
大

震
災
義
援
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
施
を
機

に
集
ま
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
愛
好
家
メ
ン
バ
ー

も
、三
世
代
交
流
出
来
る
ほ
ど
成
長
し
て
参
り
ま
し

た
。地
域
の
皆
様
と
心
を
合
わ
せ
て
音
楽
を
奏
で
、

一
つ
の
舞
台
を
作
り
上
げ
る
喜
び
と
楽
し
さ
を
感

じ
る
事
の
出
来
た
十
五
年
で
し
た
。

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、チ
ー
ム
は
よ
り
一

層
活
気
に
満
ち
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。日
々

の
練
習
で
は
、向
上
心
を
持
っ
て
取
り
組
み
な
が

ら
も
、和
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。K-P

O
P

や
フ
ラ
メ
ン
コ
風
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
、表
現
の
幅
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、そ
の
成

果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
会
場

に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小
川　

福
二
郎

毎
週
金
曜
日（
原
則
第
一
〜
第
四
）

午
後
三
時
十
分
〜
五
時

コ
ミ
セ
ン
お
の 

二
〇
一

℡ 

〇
七
九
四-

六
三-

六
五
一
二

中
村　

一
見

毎
週
火
曜
日　

午
後
六
時
〜
八
時

コ
ミ
セ
ン
お
お
べ

河
嶋　

栄
里
子

℡ 

〇
九
〇-

五
四
六
六-

一
九
〇
二

大
津　

は
る
み

コ
ン
サ
ー
ト
前
、二
か
月
間
週
一
回

コ
ミ
セ
ン
お
の

コ
ミ
セ
ン
下
東
条

そ
の
他
市
内
ス
タ
ジ
オ

℡ 

〇
九
〇-

一
一
四
四-

六
七
五
八

https://w
w
w
.con-la-m

usica.com

荻
野　

訓
子

毎
週
水
曜
日

コ
ミ
セ
ン
い
ち
ば

コ
ミ
セ
ン
き
す
み
の

そ
の
他
市
内
ス
タ
ジ
オ

℡ 

〇
八
〇-

八
五
三
三-

二
八
九
七

小
野
将
棋
会

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容
小
野
将
棋
会
で
は
、毎
週
日
曜
日
の
午
後
、コ

ミ
セ
ン
お
の
に
お
い
て
、こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
世
代
が
将
棋
対
局
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、五
月
三
十
日
㈯
に
は
、児
童
館
チ
ャ
イ
コ

ム
に
お
い
て
、こ
ど
も
将
棋
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、六
月
二
十
一
日
㈰
に
は
、コ
ミ
セ
ン
お

の
に
お
い
て
、第
四
十
九
回
小
野
市
民
将
棋
大
会

を
開
催
予
定
で
す
。

　

最
近
で
は
、清
水
一
代
女
流
七
段
が
女
性
と
し

て
初
め
て
将
棋
連
盟
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、そ
の
影
響
か
ら
、こ
ど
も
や
女
性
参
加
者

が
増
え
て
き
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

将
棋
は
数
手
先
を
読
む
力
を
養
う
文
化
的
な
頭

脳
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、世
代
間
を
超
え
た
交
流
が
で

き
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
も
、小
野
市
に
お
け
る
将
棋
文
化
の
普
及

に
、引
き
続
き
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
嶋　

晃
司

日
曜
日（
各
週
）午
後
一
時
〜
五
時

コ
ミ
セ
ン
お
の
一
〇
六
号
室

岡
嶋　

晃
司

℡ 

〇
九
〇-

六
五
五
一-

一
八
二
七

　

  

人
の
心
に
ひ
び
く
琴
線
を
大
切
に
し
、人
と
人

と
の
輪
を
育
み
な
が
ら
、日
本
の
伝
統
文
化
を
継
承

す
る
た
め
、伝
統
芸
能
で
あ
る
箏
曲
を
お
稽
古
に
取

水
池　

聡
子

不
定
期

コ
ミ
セ
ン
お
の

℡ 

〇
九
〇-
二
三
八
七-

三
四
七
五

代表
者名

活動
日

活動
場所

問合
せ先

活動
内容

　

  

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
の
団
体
で
す
。ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
は
踊
る
だ
け
で
は
な
く
、ハ
ワ
イ
文
化
や
歴
史

を
学
び
な
が
ら
、言
葉
の
よ
う
に
伝
え
る
も
の
で

す
。明
る
く
楽
し
い
仲
間
と
、年
齢
関
係
な
く
学
び

続
け
ら
れ
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

年
に
三
回
程
度
の
自
主
開
催
イ
ベ
ン
ト
や
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
仲
間
募
集
中
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
澤　

薫

金
曜
日　

月
三
回　

十
四
時
〜
十
五
時

金
曜
日　

月
四
回　

二
十
時
〜
二
十
一
時

土
曜
日　

月
四
回

小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
　
ス
タ
ジ
オ
A

℡ 

〇
九
〇-

六
五
五
九-

四
三
六
〇

木
原　

建
三

毎
週
月
曜
日

小
野
市
立
小
野
南
中
学
校

一
月
〜
四
月
・
七
月
・
八
月

コ
ミ
セ
ン
下
東
条
　

℡ 

〇
九
〇-

一
〇
六
五-

七
〇
二
九

り
組
ん
で
い
ま
す
。近
隣
に
住
む
外
国
人
の
生
徒
さ

ん
を
中
心
に
活
動
し
、礼
儀
や
作
法
な
ど
日
本
独
特

の
文
化
も
、日
々
の
稽
古
を
通
し
て
体
感
し
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
す
。昨
年
度
は
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
演
し
、今
後
も
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

不
穏
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、音
楽
は
世
代
や
国
境

を
超
え
て
心
の
栄
養
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

文
化
連
盟
の
一
員
と
し
て
、音
楽
を
生
活
の
中
に

根
付
か
せ
、音
楽
を
通
じ
て
の
仲
間
づ
く
り
、ま
ち

づ
く
り
が
実
現
出
来
る
よ
う
に
今
後
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。今
年
度
も
コ
ン
・
ラ
・
ム
シ
カ
夢
詩
歌

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



市民芸能フェスティバル

墨彩画グループ展
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令和8年度   小野市文化連盟構成団体 部門6部門、団体数27団体、会員数577人

書道

絵画

写真

107

45

14

6

47

10

7

16

7

14

12

14

55

10

7

17

5

18

26

5

19

12

6

3

19

61

15

発 行 小野市文化連盟

事務局

入会希望や各団体についての
お問い合わせは下記までお気軽に。

〒675-1380 小野市中島町531
小野市教育委員会内
TEL.0794-63-2445

令和8年度  小野市文化連盟役員
役　　職　　名 氏　　　　　名

岸 本 富 生

杼 元 弘 道  池 田 義 信  岸 本 律 子 　

岡 嶋 晃 司  橋 本ユキ子

河嶋栄里子  小 川福二郎  

井 上 仁 志

委員長 小 島 敏 子  副委員長 田 中 春 代

委員長 芝 本 政 宣  副委員長 市 嶋 久 資

会　　　　　　長

副　　  会  　　長

会　　　　　　計

監　　　　　　査

事　 務　 局　 長

企画・総務委員会

広報・事業委員会

第１3号  小野市文化連盟広報誌  令和８年４月25日

部門 団　  体　  名 理　　　　事 会 員 数 部門 団　  体　  名 理　　　　事 会 員 数
華道

茶道

美術

文芸

芸能

　　　

　

芸能

将棋

小野市いけばな協会

小野市茶道協会

「子ども茶道の会」スイトピー

煎茶　花月の会

小野市美術協会

小野書藝家G展

フォト遊友

サークル陶

おのクリエイターラボ

小野自然写真の会

小野市短歌会

小野三曲協会

小野市吟詠連合会

吉船の会

西雲会

獅子舞保存会

ダンスサークルＮ

播州小野太鼓

小野市民合唱団

チームさくら

Con La Musica夢詩歌

DIVA

バリアフリー楽器研究会 Maria Music

Sweet Bell

フラハーラウ オ アーヌエヌエ

裏播州　鬼ほおずき灯

小野将棋会

杼 元 　 弘 道

川 田 　 紫 雲

橘 　 具 實 子

川 田 　 香 雲

中 元 　 芙 蓉

田 中 　 志 昂

石 田 　 泰 彦

小 島 　 華 雨

松 井 　 睦 明

井 上 　 仁 志

佐 藤 　 憲 一

市 嶋 　 久 資

芝 本 　 政 宣

池 田 　 義 信

河 合 　 末 子

河 嶋 日 出 子

田 中 　 春 代

田 中 　 典 英

松 下 奈 緒 美

小 林 　 修 平

小 川 福 二 郎

中 村 　 一 見

大 津 は る み

荻 野 　 訓 子

マ リ ア 味 記 子

水 池 　 聡 子

採 澤 　 　 薫

木 原 　 建 三

岡 嶋 　 晃 司

令和8年度   事業計画 ※予定が変更になることがございます。

名　　　称 日　　　程 場　　　所 名　　　称 日　　　程 場　　　所

※ウェルカムギャラリーは、市役所1Fです。
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小
野
市
文
化
連
盟

会
長   
岸 

本 

富 

生

箱
根
の
山
に
朝
日
が
昇
る

　

青
山
学
院
大
学
の
驚
異
的
な
新
記
録
で
終
わ
っ
た
今
年
の
箱
根
駅
伝
。

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
こ
の
言
葉
が
流
れ
た
。し

ば
し
名
言
と
感
心
し
な
が
ら
何
度
も
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、な
ん
と

こ
の
言
葉
、車
の
中
か
ら
原
監
督
が
わ
め
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
も
監
督
も『
朝
日・朝
日
』俺
ら
は
い
ら
ん
の
か
」と
発
し
て

い
た
選
手
が
、塩
出
翔
太
君
。こ
れ
に
発
奮
し
た
の
か
八
区
で
見
事
な
区

間
新
記
録
。箱
根
は
十
人
で
走
る
、こ
れ
が
原
マ
ジ
ッ
ク
な
の
か
、心
理
学

な
の
か
。

　

限
り
も
な
い
時
間
短
縮
、も
ち
ろ
ん
選
手
個
の
力
に
あ
る
が
、裏
に
あ

る
の
が
シ
ュ
ー
ズ
の
力
。ナ
イ
キ
が「
厚
底
シ
ュ
ー
ズ
」を
世
に
出
し
た
時
、

議
論
百
出
の
中
ア
シ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
。結
果
二
十
二

年
の
箱
根
で
ア
シ
ッ
ク
ス
を
履
い
た
選
手
は
〇
だ
っ
た
。社
長
特
命
で
開

発
に
取
り
組
ん
だ
結
果
二
十
六
年
の
箱
根
で
の
使
用
率
は
ア
デ
ィ
ダ
ス

に
続
い
て
の
二
十
八
．五
％
ま
で
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
の
こ
と
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
箱
根
に
〇
区
と
十
一
区
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。〇
区
は
予
選
会
。十
一
区
は
箱
根
を
走
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
選
手
達
が
走
る「
東
京
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」こ
こ
で
勝
っ

た
人
が
来
年
の
箱
根
の
エ
ー
ス
と
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

書
道
で
の
道
具
と
い
え
ば
、「
筆・墨・硯・紙
」筆
の
最
高
級
品
は
羊
毛

の
最
嫩
光
鋒
。山
羊
の
喉
元
の
毛
で
条
幅
一
行
書
き
ぐ
ら
い
の
物
で
最

高
一
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
、墨
は
明
墨
で
ウ
ン
十
万
円
、硯
は
端
渓
で
値
段

は
つ
け
ら
れ
な
い
、紙
は
半
切
一
枚
十
万
円
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。「
墨
は

十
歳
の
女
児
に
摺
ら
せ
ろ
」と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。最
高
級
の
物
を

使
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
作
品
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。あ
る
大
先

生
が
言
い
ま
し
た
。岸
本
君
、最
後
は「
腕
」や
で
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
と
共
に
小
野
市
文
化
の
向
上
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

小
野
市
文
化
連
盟

ご
あ
い
さ
つ

小野市文化連盟総会 4月25日 うるおい交流館エクラ うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

絵画グループ　自由人展 5月11日～22日 ウェルカムギャラリー ウェルカムギャラリー

ウェルカムギャラリー

ウェルカムギャラリー

ウェルカムギャラリー

流体アート作品展
「私の心の色と音」

4月11日～24日 ウェルカムギャラリー

第18回小野市詩歌文学賞
第37回上田三四二記念
「小野市短歌フォーラム」

5月9日

小野市民将棋大会 6月21日 コミセンおの

第42回自然写真展 7月27日～31日

うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

うるおい交流館エクラ

東はりまコーラス大会 10月18日

第5回おのクリエイターラボ作品展 10月5日～16日

第53回小野市吟道大会 11月3日 商工会館

第51回小野市美術展 11月12日～15日

第61回秋のいけばな展 11月14日･15日

11月15日

ウェルカムギャラリー11月（予定）

Con La Musica 夢詩歌
15周年記念コンサート
届けよう東へVol.16

R9年2月14日（予定）

コミセンおの夢詩歌のクリスマスコンサート 12月19日（予定）

小野書藝家G展 R9年2月8日～19日

フォト遊友展 R9年2月21日～26日

第48回小野市美術協会展 R9年3月4日～7日

R9年3月6日～12日 ウェルカムギャラリー

伝統産業会館

春の市民大茶会 R9年3月7日 好古館　柳風亭

サークル陶作品展

2月20日 うるおい交流館エクラ小野市民文化賞表彰式

8月1日～10月22日
第37回上田三四二記念
「小野市短歌フォーラム」作品募集

小野市文化連盟広報誌  令和８年４月25日
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